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肝炎ウイルス検査の記録

� 県及び市町の実施する、Ｂ型肝炎ウイルスの検査はHBs抗原検査、C型肝炎ウイルスの検査は国の検査手順に従った抗体検査とNAT検査（核酸増幅検査）の組み合わせで判定します。
� 陰性と判定されていても、だるさ、食欲不振などの自覚症状がでた時には、あらためて検査することををお勧めします。
� 陽性と判定された場合は、早急に専門医に肝臓の状態を診てもらいましょう。おなまえ

肝臓は「沈黙の臓器」肝臓は「沈黙の臓器」自覚症状がないまま肝障害が進行します。現在、C型肝炎の治療効果が飛躍的に進歩しています。またB型肝炎の治療は、肝がんへの進行を抑えることが可能になっています。身近な方にも、是非、肝炎ウイルス検査をお勧めください。 検査や医療に関する相談は広島大学肝炎・肝癌対策プロジェクト研究センター広島県地域保健対策協議会肝疾患医療連携推進専門委員会
� 自分で記録しておきましょう。


